


『
ア
ジ
ア
の
海
を
渡
る
人
々
ー
一
六
・
一
七
世
紀
の
渡
海
者
』
（
上
田
信
氏
と
の
共

編
、
春
風
社
、
二

0
ニ
―
)
な
ど
を
世
に
問
う
て
き
た
。
現
在
、
海
域
ア
ジ
ア

史
研
究
は
盛
ん
だ
が
、
豊
富
な
情
報
量
を
有
す
る
欧
語
史
料
の
価
値
が
十
分

に
顧
み
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
こ
れ
ま
で
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
史
料
を
駆
使
し
て
発
表
し
て
き
た
諸
論
考
に
大
幅
な
書
き
下
ろ
し

（
序
章
、
終
章
と
本
論
八
章
分
）
を
加
え
て
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

書
評
の
お
鉢
が
回
っ
て
き
た
い
き
さ
つ
は
分
か
ら
な
い
が
、
評
者
が
そ
の

任
に
ふ
さ
わ
し
い
と
は
思
え
な
い
。
求
め
ら
れ
る
書
評
は
、
欧
文
史
料
の
専

門
家
が
本
書
の
史
料
操
作
を
吟
味
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
主
と
し
て
漢
文

史
料
を
使
っ
て
き
た
古
琉
球
史
研
究
者
に
と
っ
て
の
本
書
の
価
値
を
示
し
た

も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
評
者
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
を
少
し
か

じ
っ
て
い
る
も
の
の
、
著
者
の
よ
う
に
そ
れ
を
使
っ
て
体
系
的
に
研
究
し
て

き
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
古
琉
球
史
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
な
い
。

し
か
し
、
管
見
の
限
り
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
『
南
島
史
学
』
第
八
八
号
の
松

浦
章
氏
に
よ
る
ご
く
簡
単
な
紹
介
し
か
な
い
。
か
な
り
荷
が
重
い
が
、
学
術

史
的
価
値
の
高
い
本
書
の
内
容
を
評
者
な
り
に
紹
介
し
て
み
た
い
。

「
古
琉
球
」
（
―
二
世
紀
＼
一
七
世
紀
初
頭
）
研
究
に
お
い
て
、
大
航
海
時
代

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
料
は
『
歴
代
宝
案
』
が
語
ら
ぬ
貿
易
の
実
相
に
迫
る
可
能

性
を
有
す
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
日
本
の
研
究
は
な
が
ら
く
沈
滞
し
て
い
る
。

戦
前
・
戦
中
に
は
、
「
ゴ
ー
レ
ス
」
論
争
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
研
究
が
活
発

だ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
だ
っ
た
。
戦
後
、
ト
メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』

や
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
メ
ン
デ
ス
ピ
ン
ト
『
東
洋
遍
歴
記
j

の
邦
訳
が
出
た
が
、

そ
れ
以
外
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ

ら
を
使
っ
た
海
外
の
研
究
も
殆
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。

書

評

著
者
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
種
子
島
来
航
を
一
五
四
二
年
と
す
る
説
に
対

し
、
従
来
説
の
一
五
四
三
年
が
正
し
い
と
す
る
論
文
を
二

0
0
五
年
に
公
刊

し
て
以
後
一
連
の
研
究
を
発
表
し
て
ゆ
く
が
、
当
初
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
を

直
接
に
は
使
っ
て
い
な
か
っ
た
。
転
機
と
な
っ
た
の
が
、
「
あ
と
が
き
」
に

述
べ
る
よ
う
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
ゲ
オ
ル
グ
・
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
の
「
一

五
四
三
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
発
見
」
の
再
検
討
で
あ
る
。
ザ
ビ
エ
ル

が
活
動
し
た
地
域
に
つ
い
て
浩
瀧
な
研
究
を
お
こ
な
っ
た
神
父
に
よ
る
本
論

文
は
、
一
九
四
三
年
つ
ま
り
「
発
見
四

0
0
周
年
」
を
記
念
し
て
執
筆
が
開

始
さ
れ
（
公
刊
は
四
六
年
。
の
ち
に
彼
の
論
文
集
0
m
e
ミ
a
l
i
0
,
1
9
6
3

に
収
録
）
、
「
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
こ
そ
が

8
本
を
発
見
し
た
最
初
の
欧
人
で
あ
る
」
（
今
と
な
っ
て

は
常
識
化
し
て
い
る
が
、
当
時
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
）
と
主
張
し
、
発

見
の
年
次
を
一
五
四
三
年
と
す
る
も
の
だ
が
、
琉
球
に
関
す
る
西
洋
語
・
ア

ラ
ビ
ア
語
史
料
の
記
述
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
書
の
出
発
点
と
も
言
え
る
こ
の
論
文
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
史
料
の
網

羅
的
な
紹
介
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
結
構
や
論
旨
を
ま
と
め
て
紹

介
し
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
そ
の
内
容
を
提
示
し
た
上
で
、
そ
の
後

七
0
年
以
上
の
研
究
史
に
お
け
る
本
書
各
章
の
到
達
点
を
確
か
め
る
こ
と
に

し
よ
う
。

本
論
文
は
一
―
一
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
部
で
は
、

H
本
へ
の
言
及

（
ワ
ー
ク
ワ
ー
ク
、
ジ
パ
ン
グ
な
ど
）
な
い
し

8
本
滞
在
の
記
事
と
さ
れ
て
き
た

西
方
の
諸
史
料
が
逐
一
吟
味
さ
れ
た
後
、

^̂
Lequios
e
 Go
r
e
s
"
と
い
う
項

目
が
立
て
ら
れ
て
関
係
史
料
が
列
挙
さ
れ
る
。
本
項
に
つ
い
て
の
結
論
は
、

(
-
）
一
四
六
二
年
＼
一
五
一
三
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
で
は
中
国
人
と

列
挙
さ
れ
る
形
で
ゴ
ー
レ
ス
し
か
出
て
こ
な
い
。
（
二
）
一
五
一
四
年

i
-

八
六
（
五
0
0



書

評

五
三
九
年
の
史
料
で
は
ゴ
ー
レ
ス
が
レ
キ
オ
ス
に
変
わ
る
。
（
三
）
ア
ラ
ブ

人
の
著
述
家
は
ア
ル
・
グ
ー
ル
と
リ
キ
ー
ウ
ー
を
同
一
視
し
、
『
ア
ル
プ
ケ

ル
ケ
伝
』
（
成
立
は
一
六
世
紀
半
ば
だ
が
、
扱
わ
れ
る
の
は
世
紀
初
の
事
績
）
の
記

事
は
そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
四
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
著
述
家
の
誰

も
ゴ
ー
レ
ス
な
い
し
レ
キ
オ
ス
の
位
置
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
住
民
は

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
一
五
―
一
年
に
マ
ラ
ッ
カ
を
征
服
す
る
と
来
な
く
な
り
、

そ
れ
以
後
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
彼
ら
と
パ
タ
ニ
、
シ
ャ
ム
、
広
東
で
出
会
っ
た
。

一
五
一
七
年
の
レ
キ
オ
ス
探
査
は
不
首
尾
に
終
わ
り
、
一
五
三
九
年
ま
で
大

陸
か
島
か
も
不
分
明
だ
っ
た
。
（
五
）
ゴ
ー
レ
ス
と
レ
キ
オ
ス
を
別
の
存
在

と
見
な
し
て
い
る
二
人
は
、
い
ず
れ
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
は
な
い
。
イ
タ
リ

ア
人
工
ン
ポ
リ
の
記
述
は
リ
ス
ボ
ン
で
一
五
一
五
年
に
な
さ
れ
た
も
の
で
、

ま
だ
中
国
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
に
ゴ
ー
レ

ス
か
ら
レ
キ
オ
ス
ヘ
の
変
化
が
起
き
て
い
た
が
、
彼
は
中
国
人
の
情
報
で
は

「
チ
ナ
人
、
コ
レ
ア
人
、
そ
し
て
琉
球
の
住
民
が
区
別
さ
れ
て
い
な
い
」
と

考
え
て
、
同
じ
対
象
を
指
す
ゴ
ー
レ
ス
と
レ
キ
オ
ス
を
別
々
の
存
在
だ
と
勘

違
い
し
た
。
一
方
、
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
の
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
号
の
ス
ペ
イ
ン
人
は
、

同
船
し
た
イ
タ
リ
ア
人
か
ら
エ
ン
ポ
リ
の
情
報
を
知
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
の
五
点
の
ほ
か
に
、
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
が
紹
介
す
る
ジ
ャ
ワ
人
の

い
う
リ
キ
ー
ウ
ー
は
交
易
相
手
の
中
国
人
か
ら
知
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、

中
国
人
が
沖
縄
を
大
琉
球
、
台
湾
を
小
琉
球
と
呼
ぶ
の
は
琉
球
の
商
人
が
台

湾
北
部
に
進
出
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
お
り
、
琉
球
の
島
民
が
一
五
世
紀
に

日
本
、
，
朝
鮮
、
中
国
、
台
湾
、
マ
ラ
ッ
カ
と
盛
ん
に
交
易
し
て
い
た
こ
と
を

指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
ゴ
ー
レ
ス
を
め
ぐ
る
諸
説
を
列
挙
し
た
上
で
、
彼
自

身
は
シ
ャ
ル
ル
・
ア
グ
ノ
エ
ル
の
「
ア
ラ
プ
商
人
は
、
中
国
で
朝
鮮
人
と
琉

八
七
（
五
O
l
)

球
人
の
双
方
を
知
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
の
母
国
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
た

め
、
琉
球
と
ア
ル
・
グ
ー
ル
す
な
わ
ち
コ
レ
ア
を
取
り
違
え
た
の
だ
ろ
う
」

（
一
九
三
五
）
と
い
う
説
に
左
担
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
こ
の
混
同
を
承
け
て

当
初
マ
ラ
ッ
カ
に
や
っ
て
く
る
琉
球
人
を
ゴ
ー
レ
ス
と
呼
ん
で
い
た
と
結
論

す
る
。次
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
草
稿
群
に
含
ま

れ
る
ト
メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
は
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
東
方
の
海
域
に
詳
し
い
ジ
ャ
ワ
人
の
航
海
図
に
基
づ
い
て

作
っ
た
地
國
を
含
む
ア
ト
ラ
ス
の
認
知
度
は
、
地
図
学
者
を
別
と
す
れ
ば
低

く
、
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
が
注
目
す
る
の
も
や
は
り
ピ
レ
ス
の
記
述
で
あ
る
。

ピ
レ
ス
は
の
ち
に
使
節
と
し
て
彼
が
赴
く
こ
と
に
な
る
カ
ン
ト
ン
に
つ
い
て

記
述
し
、
ま
た
レ
キ
オ
ス
の
島
や
ジ
ャ
ン
ポ
ン
の
島
（
「
ジ
ャ
パ
ン
」
の
初
出

例
）
に
も
言
及
し
て
い
る
。
ピ
レ
ス
が
こ
れ
ら
の
情
報
を
得
た
の
は
、
琉
球

商
人
と
交
流
し
て
い
た
ル
ソ
ン
の
ム
ス
リ
ム
商
人
か
ら
で
あ
り
、
彼
ら
が

使
っ
た
マ
レ
ー
語
が
ジ
ャ
ン
ポ
ン
と
い
う
形
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
。

第
二
部
は
論
文
の
タ
イ
ト
ル
と
同
じ
題
名
で
、
一
五
四
三
年
の
発
見
が
主

題
で
あ
る
。
一
五
四
三
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
到
着
し
た
ビ
リ
ャ
ロ
ボ
ス
艦
隊

の
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
・
ア
ル
バ
ラ
ー
ド
の
報
告
以
下
、
年
代
順
に
一
六
三
三
年

の
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
教
会
史
」
に
至
る
ま
で
の
欧
文
史
料
、
つ
い
で
後
世

の
日
本
語
史
料
が
紹
介
さ
れ
る
。
結
論
部
で
は
、
史
料
の
記
述
と
各
地
間
の

航
海
の
所
要
時
期
か
ら
の
推
論
を
組
み
合
わ
せ
て
、
シ
ャ
ム
か
ら
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
が
一
五
四
二
•
四
三
年
の
二
回
、
琉
球
に
渡
航
し
た
と
し
、
日
本
渡
航

に
つ
い
て
は
、
『
鉄
抱
記
』
や
ザ
ビ
エ
ル
の
一
五
五
二
年
の
記
述
と
い
っ
た

直
接
的
証
拠
に
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
や
ペ
ロ
・
デ
ィ
エ
ス
の
記



述
か
ら
の
間
接
的
推
論
を
加
え
、
四
三
年
発
見
説
を
と
る
。

第
三
部
で
は
、
「
メ
ン
デ
ス
・
ピ
ン
ト
は
日
本
の
発
見
者
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
し
て
、
そ
う
主
張
す
る
ピ
ン
ト
の
記
述
の
年
代
的
矛
盾
を
逐
一
指

摘
し
て
、
否
と
答
え
る
。
『
東
洋
遍
歴
記
』
は
今
で
は
日
本
語
で
も
読
め
る

が
、
ビ
ン
ト
関
連
の
書
簡
の
紹
介
は
今
な
お
貴
重
で
あ
り
、
本
書
で
も
一
部

利
用
さ
れ
て
い
る
。

原
載
誌
で
は
百
頁
以
上
に
及
ぶ
大
論
文
の
大
半
は
史
料
の
翻
刻
だ
が
、
そ

の
網
羅
性
と
そ
れ
ら
を
説
明
し
つ
く
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
印
象
的
で
あ
る
。

本
書
は
あ
る
意
味
で
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
論
文
の
発
展
形
と
言
っ
て
も
よ
い

が
、
両
者
の
研
究
姿
勢
に
も
似
通
う
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
本
書
の
紹

介
に
移
ろ
う
。

序
章
古
琉
球
海
外
交
流
史
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
料

扱
う
時
代
を
主
に
一
四
世
紀
後
半
以
後
の
海
洋
王
国
時
代
と
限
定
し
た
上

で
、
「
本
書
の
ね
ら
い
」
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
料
の
活
用
の
ほ
か
に
、

「
古
琉
球
史
を
東
・
東
南
ア
ジ
ア
史
の
文
脈
だ
け
で
は
な
く
、
大
航
海
時
代

に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
認
識
の
拡
大
と
い
う
文
脈
の
な
か
に
位
置
づ
け

る
こ
と
」
（
一
六
頁
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

つ
い
で
、
史
料
が
概
観
さ
れ
る
。
ま
ず
、
東
ア
ジ
ア
史
料
に
つ
い
て
解
説

さ
れ
る
な
か
で
、
「
考
古
史
料
を
活
用
し
た
い
」
と
い
う
宣
明
が
目
を
引
く
。

本
書
の
主
材
料
で
あ
る
欧
語
史
料
特
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
科
に
不
案
内
な
多

く
の
日
本
の
読
者
の
た
め
に
、
丁
寧
に
説
明
が
施
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
研
究
史
を
南
洋
史
(
-
九
三
0
1
四
0
年
代
）
↓
琉
球
王
国
史
（
一

九
八
0
年
代
1
)
↓
「
東
ア
ジ
ア
海
域
史
の
全
体
状
況
の
な
か
で
、
古
琉
球

書

評

八
八
（
立

0=-）

の
海
外
交
流
史
を
論
じ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
進
展
」
（
二
0
0
0
年
代
i
)
と
時

期
区
分
す
る
が
、
ど
う
や
ら
こ
の
間
の
研
究
が
必
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ
に
接
続

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
の
南
洋
史
研
究
の
成
果

を
十
分
に
生
か
し
な
が
ら
、
存
在
そ
の
も
の
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
（
少
な
く
と
も
日
本
国
外
で
は
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
に
新
た
な
光

を
当
て
た
と
こ
ろ
に
、
本
書
の
真
面
目
が
存
す
る
。

「
第

1
部
世
界
図
と
東
ア
ジ
ア
」
で
は
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
『
地
理

学
」
で
は
曖
昧
な
描
写
し
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
東
ア
ジ
ア
地
域
が
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
の
探
査
、
地
國
製
作
に
よ
っ
て
新
た
な
相
貌
を
表
す
過
程
が
た
ど
ら

れ
る
。
西
洋
地
図
に
お
け
る
日
本
の
描
写
に
つ
い
て
は
岡
本
良
知
『
十
六
世

紀
世
界
地
図
上
の
日
本
』
（
弘
文
荘
、
一
九
三
八
）
、
中
村
拓
『
鎖
国
前
に
南
蛮

人
の
作
れ
る
日
本
地
図
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
）
、
岡
本
『
十
六
世
紀
に
お

け
る
日
本
地
図
の
発
達
』
（
八
木
書
店
、
一
九
七
三
）
な
ど
、
台
湾
（
小
琉
球
）

に
つ
い
て
は
陳
宗
仁
「
L
e
q
u
e
o
P
e
q
u
e
n
o
与
F
o
r
m
o
s
a
-
十
六
世
紀
欧
洲

絵
製
的
地
図
対
台
湾
海
域
的
描
絵
及
其
転
変
」
（
「
台
大
歴
史
学
報
」
四
一
、
二
0
0

八
）
が
あ
る
が
、
琉
球
に
焦
点
を
当
て
た
こ
と
と
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
地
図
を

入
念
に
検
討
し
た
こ
と
が
本
部
の
特
色
で
あ
る
。

第

1
章
世
界
図
の
発
達
と
東
ア
ジ
ア
ー
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
図
か
ら
カ
ヴ
ェ

リ
図
ま
で
1

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
に
基
づ
い
て
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
作
ら
れ
た
世
界
図
が

諸
発
見
に
よ
っ
て
変
容
し
て
ゆ
く
様
を
丁
寧
に
た
ど
っ
た
後
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

人
ニ
コ
ロ
・
カ
ヴ
ェ
リ
が
一
五

0
五
年
頃
に
作
っ
た
世
界
図
（
フ
ラ
ン
ス
国

立
図
書
館
蔵
）
に
注
目
す
る
。

カ
ヴ
ェ
リ
図
は
、
こ
れ
ま
で
地
図
の
西
端
に
描
か
れ
る
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
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東
岸
の
正
確
さ
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
東
端
の
北
緯
四
五
度
付

近
に
描
か
れ
る
長
方
形
状
の
チ
ン
ジ
リ
ナ
島
が
検
討
対
象
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
「
チ
ン
ジ
リ
ナ
は
非
常
に
豊
か
な
島
で
あ
り
、
（
住
民
）
は
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
に
磁
器
が
運
ば
れ
、
こ
こ
に
は
安
息
香
・

沈
香
・
嚢
香
が
運
ば
れ
る
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
地
図
学
史

の
泰
斗
ア
ル
マ
ン
ド
・
コ
ル
テ
ザ
ン
は
こ
れ
を
日
本
に
比
定
す
る
が
、
著
者

は
交
易
品
か
ら
見
て
琉
球
で
あ
る
と
し
、
そ
の
情
報
を
伝
え
た
の
は
琉
球
を

ア
ル
・
グ
ー
ル
と
呼
ぶ
ア
ラ
ブ
系
航
海
者
で
は
な
く
、
マ
ラ
ッ
カ
で
交
易
し

て
い
た
タ
ミ
ー
ル
系
な
ど
の
海
商
で
は
な
い
か
と
す
る
。
こ
の
島
は
有
名
な

ヴ
ァ
ル
ト
ゼ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
の
世
界
図
で
は
ジ
パ
ン
グ
リ
と
と
も
に
描
か
れ
、

そ
の
緯
度
は
実
際
の
沖
縄
に
近
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
一
五
二

0
年
代
以

降
は
姿
を
消
す
陽
炎
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。

交
易
品
の
記
述
か
ら
琉
球
と
す
る
の
は
説
得
的
だ
が
、
「
キ
リ
ス
ト
教

徒
」
と
い
う
記
述
が
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
少
し
ひ
っ
か
か
る
。
訛
伝
で
あ

る
に
せ
よ
、
こ
れ
も
タ
ミ
ー
ル
系
な
ど
の
海
商
が
伝
え
た
の
だ
と
し
た
ら
、

そ
こ
に
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

第

2
章
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
地
図
(
-
)
ー
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

海
域
ア
ジ
ア
進
出
と
世
界
図
ー

一
九
三
七
年
に
コ
ル
テ
ザ
ン
が
発
見
し
た
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
草
稿
群
に
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
地
図
と
し
て
初
め
て
「
レ
ケ
オ
ス
」
を
載
せ
た
地
図
を
含
む

ア
ト
ラ
ス
が
存
在
す
る
。
二

0
0
八
年
に
地
図
の
複
製
と
文
字
テ
キ
ス
ト
の

復
刻
が
出
版
さ
れ
、
全
面
的
に
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
日
本
で
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
章
は
そ
れ
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
次
章
の
議
論

へ
の
導
入
に
も
な
っ
て
い
る
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
、
西
は
紅
海
か
ら
東
は
モ
ル
ッ
カ
ま
で
広
く
海
洋
を
航
行

し
た
人
物
で
、
そ
の
経
験
が
ア
ト
ラ
ス
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は

そ
の
足
跡
を
追
い
、
地
図
帳
全
体
の
構
成
が
紹
介
さ
れ
る
。
地
図
帳
に
は
二

六
枚
の
地
図
が
収
録
さ
れ
、
既
存
の
海
図
や
実
測
に
よ
る
一
六
枚
（
プ
ラ
ジ

ル
を
含
む
）
と
ジ
ャ
ワ
人
航
海
士
の
地
図
に
基
づ

<
-
0枚
に
分
か
れ
る
。

コ
ル
テ
ザ
ン
は
「
一
五
一
三
年
ご
ろ
に
ま
と
め
ら
れ
、
翌
年
本
国
に
送
ら

れ
た
」
と
す
る
が
、
ジ
ョ
ゼ
・
マ
ヌ
エ
ル
・
ガ
ル
シ
ア
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の

描
写
が
正
確
な
こ
と
か
ら
、
そ
の
探
査
結
果
が
ゴ
ア
に
も
た
ら
さ
れ
た
一
五

一
五
年
に
成
立
し
た
と
し
た
上
で
、
新
総
督
ア
ル
ベ
ル
ガ
リ
ア
が
ア
ラ
ビ
ア

海
の
探
査
、
中
国
へ
の
使
節
派
遣
、
セ
イ
ロ
ン
で
の
要
塞
建
築
を
命
じ
た
こ

と
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
そ
れ
ら
の
地
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
を
促
し
て
い
る
。
著
者
は
後
者
を
「
推
測
の
域
を
出
な
い
が
」
「
一
定
の

蓋
然
性
を
も
つ
」
と
慎
重
に
評
し
て
い
る
が
、
序
章
（
一
六
頁
）
で
は
「
一

五
一
五
年
ご
ろ
」
と
し
て
い
て
、
こ
ち
ら
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

評
者
に
は
そ
の
当
否
も
さ
り
な
が
ら
、
末
尾
の
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
図
は
（
中

略
）
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
に
よ
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
分
界
に
属
す
る
べ
き
海

域
を
包
摂
」
し
、
「
海
域
ア
ジ
ア
の
一
連
の
地
図
の
最
後
に
描
か
れ
た
の
が

琉
球
で
あ
っ
た
」
と
い
う
指
摘
が
印
象
に
残
っ
た
。

第

3
章
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
地
図
（
二
）
ー
最
初
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
系
東
ア
ジ
ア
図
ー

ま
ず
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
を
描
い
た
地
図
の
裏
面
に
メ
モ
書
き
さ
れ
た
「
中

国
へ
の
航
路
」
が
検
討
さ
れ
、
従
来
の
一
五
一
三
年
作
成
説
に
対
し
て
、
同

年
に
中
国
に
渡
航
し
、
翌
年
春
に
マ
ラ
ッ
カ
に
戻
っ
た
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
情

報
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
新
説
を
立
て
る
。
同
ジ
ャ
ン
ク
の
乗
組

八
九
(
E
O
-―
-
）



員
は
ほ
と
ん
ど
現
地
人
で
あ
り
、
彼
ら
か
ら
情
報
を
得
た
と
す
る
。

次
に
南
シ
ナ
海
北
部
を
描
い
た
地
図
の
「
レ
ケ
レ
オ
ー
」
を
デ
ィ
オ
ゴ
・

リ
ベ
イ
ロ
の
世
界
図
の
「
レ
キ
オ
ス
が
ボ
ル
ネ
オ
な
ど
に
渡
航
す
る
航
路
が

あ
る
」
と
い
う
注
記
と
結
び
付
け
る
。
琉
球
人
が
い
わ
ゆ
る
「
東
洋
」
航
路

に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
材
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
後
の
四

二
葉
が
「
レ
ケ
オ
ス
の
本
島
」
図
で
、
「
小
麦
と
銅
製
品
」
を
産
す
る
と
い

う
記
述
も
琉
球
に
符
合
す
る
。
し
か
し
、
島
の
形
状
自
体
は
む
し
ろ
台
湾
に

近
い
と
指
摘
し
、
同
時
期
の
中
国
地
図
が
台
湾
を
単
純
な
円
形
で
示
す
の
と

比
較
し
て
、
実
際
に
近
い
形
状
で
表
し
た
現
存
最
古
の
地
図
で
あ
る
と
評
す

る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
ジ
ャ
ワ
人
航
海
者
が
台
湾
の
形
状
を
す
で
に
正
確
に

と
ら
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
条
件
は
何
か
と

い
う
問
い
が
導
き
出
さ
れ
よ
う
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
そ
の
後
の
「
世
界
國
」
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
一

五
一
九
年
の
レ
イ
ネ
ル
父
子
の
地
図
帳
の
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
描
写
や

「
中
国
諸
島
」
北
部
の
描
写
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
ロ
ド
リ

ゲ
ス
図
は
世
界
図
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
も
の
の
、
大
半
の
世
界
図
は
ジ

パ

ン

グ

を

描

き

続

け

て

い

た

。

―

第
4
章
ジ
パ
ン
グ
と
パ
リ
オ
コ
ー
大
航
海
時
代
初
期
の
世
界
図
と
日
本
|

ピ
レ
ス
の
ジ
ャ
ン
ポ
ン
を
例
外
と
し
て
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
ジ
パ
ン
グ

と
一
六
世
紀
後
半
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
製
地
図
の
ジ
ャ
パ
ン
の
間
に
は
長
い
「
断

絶
」
が
あ
る
。
的
場
節
子
『
ジ
パ
ン
グ
と
日
本
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
0
0

七
）
は
そ
こ
に
着
目
し
て
ジ
パ
ン
グ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
を
指
す
と
し
た
。

本
章
で
は
ま
ず
的
場
説
が
多
く
の
点
で
根
拠
不
十
分
と
し
て
退
け
ら
れ
、

ジ
パ
ン
グ
は
日
本
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
上
で
、
前
出
の
レ
イ
ネ

書

評

九
O
(
~〇
四
）

ル
父
子
の
地
図
に
見
え
る
パ
リ
オ
コ
を
検
討
す
る
（
ロ
ド
リ
ゲ
ス
で
は
パ
ル
ポ

コ
）
。
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
も
『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
」
に
出
て
く
る
ペ
リ

オ
コ
に
注
記
を
施
し
、
著
者
と
同
じ
く
ガ
プ
リ
エ
ル
・
フ
ェ
ラ
ン
に
よ
っ
て

ス
レ
イ
マ
ン
・
ア
ル
・
マ
フ
リ
ー
に
出
て
く
る
フ
ァ
リ
ュ
ー
ク
の
こ
と
だ
と

し
、
さ
ら
に
「
ト
マ
シ
ェ
ク
が
ペ
リ
オ
コ
を
沖
縄
本
島
に
比
定
し
て
い
る
ら

し
い
」
と
付
け
加
え
る
。
著
者
は
こ
れ
に
は
触
れ
な
い
が
、
フ
ァ
リ
ュ
ー

ク
・
パ
リ
オ
コ
の
語
源
を
め
ぐ
る
他
の
諸
説
を
検
討
し
て
い
ず
れ
も
蓋
然
性

が
低
い
と
し
て
、
そ
の
か
わ
り
に
一
九
一
七
年
に
藤
田
豊
八
が
琉
球
人
の
最

初
の
南
洋
通
商
の
記
事
と
し
て
紹
介
し
た
『
元
史
』
の
漂
流
民
記
事
に
出
て

く
る
「
婆
羅
公
」
に
注
目
し
、
こ
れ
は
ボ
ラ
ク
ン
（
保
良
島
宮
古
島
の
東
南

端
）
か
ら
き
て
い
る
と
す
る
東
恩
納
寛
惇
説
に
賛
同
し
、
フ
ァ
リ
ュ
ー
ク
と

婆
羅
公
(
f

↓
P

に
転
訛
）
を
結
び
つ
け
る
。
著
者
は
「
仮
説
」
と
こ
と
わ
っ

て
い
る
が
、
他
の
諸
説
が
語
音
の
類
似
に
し
か
注
目
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、

一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
前
半
に
か
け
て
福
建
沿
岸
と
先
島
諸
島
の
交

易
が
活
発
化
し
た
こ
と
を
示
す
近
年
の
陶
磁
器
発
掘
の
成
果
を
勘
案
し
て
い

る
点
が
異
な
る
。

「第
JI
部
ゴ
ー
レ
ス
と
レ
キ
オ
ス
」
は
、
戦
前
か
ら
活
発
に
議
論
さ
れ

て
き
た
問
題
だ
が
、
古
い
革
袋
に
新
し
い
酒
を
盛
っ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ

ば
、
こ
こ
に
は
語
源
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
琉
球
貿
易
に
関
す
る
有
意
義

な
ヒ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
5
章
ゴ
ー
レ
ス
再
考
(
-
)
ー
ア
ル
・
グ
ー
ル
と
ゴ
ー
レ
ス
ー

ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
ゴ
ー
レ
ス
論
争
を
振
り
返
る
。
戦
前
か
ら
琉
球
説

が
優
勢
だ
っ
た
が
、

H
本
説
も
根
強
か
っ
た
。
ピ
レ
ス
の
邦
訳
が
ほ
ぽ
決
定

打
と
な
り
、
論
争
は
今
や
過
去
の
も
の
に
な
っ
た
が
、
史
料
そ
の
も
の
が
忘
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却
さ
れ
、
呼
称
の
由
来
や
そ
れ
を
誰
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
伝
え
た
か
は
不
明

の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
著
者
は
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
論
文
の
再
検
討

の
必
要
性
を
説
く
。

以
下
に
紹
介
さ
れ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
の
ア
ル
・
グ
ー
ル
情
報
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
が
フ
ェ
ラ
ン
の
仏
語
訳
を
論
文
に
引
用
し

て
い
る
が
、
著
者
は
一
九
七
一
年
の
テ
イ
ベ
ッ
ツ
の
英
訳
な
ど
も
参
照
し
な

が
ら
、
あ
ら
た
め
て
史
料
を
紹
介
す
る
。
名
称
に
関
連
す
る
部
分
を
イ
タ

リ
ッ
ク
で
弛
調
す
る
だ
け
の
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
に
対
し
て
、
「
ア
ル
・

グ
ー
リ
ー
鉄
」
へ
の
言
及
な
ど
、
史
料
全
体
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ

は
本
書
を
通
貫
す
る
姿
勢
で
も
あ
る
。

次
に
検
討
さ
れ
る
ゴ
ー
レ
ス
・
レ
キ
オ
ス
関
係
の
欧
文
史
料
は
、
シ
ュ
ー

ル
ハ
ン
マ
ー
よ
り
若
干
増
補
さ
れ
て
い
る
が
、
ゴ
ー
レ
ス
か
ら
レ
キ
オ
ス
へ

と
い
う
流
れ
自
体
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
の
独
自

性
が
発
揮
さ
れ
る
の
は
、
次
章
で
あ
る
。

第

6
章
ゴ
ー
レ
ス
再
考
（
二
）
ー
そ
の
語
源
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ー

ゴ
ー
レ
ス
に
は
別
に
語
源
を
め
ぐ
る
論
争
が
あ
り
、
戦
前
に
は
複
数
の
研

究
者
が
高
麗
説
を
主
張
し
た
が
、
戦
後
に
は
異
説
も
出
さ
れ
た
。
そ
う
し
た

中
で
著
者
が
も
っ
と
も
評
価
す
る
の
が
、
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
も
支
持
し
て

い
た
ア
グ
ノ
エ
ル
で
あ
る
。

ピ
レ
ス
の
「
チ
イ
ス
（
華
人
）
と
タ
ル
タ
ル
人
の
問
に
い
る
ゴ
ー
レ
ス
」
、

そ
し
て
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
も
言
及
す
る
エ
ン
ポ
リ
の
「
チ
ニ
・
レ
チ
・
ゴ

リ
」
の
ゴ
リ
が
高
麗
に
由
来
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
上
で
、
こ
の
高

麗
由
来
の
呼
称
が
琉
球
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
時
期
と
し
て
ア
グ
ノ
エ
ル
は

琉
球
が
東
南
ア
ジ
ア
•
朝
鮮
閥
の
中
継
交
易
を
担
っ
た
一
五
世
紀
を
想
定
し

て
い
る
の
に
対
し
、
著
者
は
そ
れ
を
一
四
世
紀
に
さ
か
の
ぽ
ら
せ
、
元
代
の

泉
州
の
ム
ス
リ
ム
海
廂
が
闘
南
音

(kou,le)

を
聞
い
て
グ
ー
ル
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
と
す
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
一
四
世
紀
半
ば
に
元
末
の
混
乱
を
避
け
て
福
建
ー
南
西

諸
島
ー
九
州
西
岸
に
至
る
南
島
路
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
高
麗
商
人
も
琉
球

を
経
由
し
て
福
建
に
渡
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
当
時

「
琉
球
」
と
い
え
ば
台
湾
を
指
し
て
お
り
、
台
湾
と
福
建
の
交
流
は
密
接
で

あ
っ
た
。
著
者
は
、
福
建
に
来
航
し
た
琉
球
人
の
風
体
は
台
湾
人
と
異
な
り
、

朝
鮮
人
に
近
か
っ
た
た
め
に
両
者
が
区
別
さ
れ
ず
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
と
汎
称

さ
れ
、
元
末
の
泉
州
ム
ス
リ
ム
の
虐
殺
、
明
初
の
海
禁
に
よ
っ
て
海
商
が
離

散
し
た
こ
と
で
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
情
報
も
拡
散
し
て
イ
プ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
の

記
事
に
反
映
さ
れ
、
さ
ら
に
は
「
北
東
モ
ン
ス
ー
ン
で
航
行
し
、
ア
ル
・

グ
ー
リ

1
鉄
を
産
す
る
」
と
い
う
同
時
代
情
報
が
加
算
さ
れ
た
と
推
論
す
る
。

「
本
章
で
の
推
論
は
、
単
な
る
表
面
的
な
発
音
の
相
似
に
と
ど
ま
ら
ず
」
「
海

域
ア
ジ
ア
の
歴
史
的
状
況
を
背
景
と
し
て
」
い
る
の
で
他
説
に
比
し
て
整
合

的
で
あ
る
と
い
う
著
者
の
自
負
を
支
え
る
の
は
近
年
の
考
古
学
的
成
果
だ
が
、

評
者
は
そ
の
成
果
を
測
る
も
の
さ
し
を
持
っ
て
い
な
い
。

第

7
章
マ
ラ
ッ
カ
の
琉
球
人
(
-
)
|
『
歴
代
宝
案
j

に
み
る
ー

本
書
で
唯
一
漢
文
史
料
を
扱
っ
た
部
分
だ
が
、
次
章
の
前
提
を
な
す
も
の

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
「
歴
代
宝
案
』
だ
け
を
見
れ
ば
ア
ユ
タ
ヤ
に
目
が
向

く
が
、
こ
れ
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
を
足
せ
ば
、
琉
球
の
交
易
の
実
態
を
一
番

明
ら
か
に
で
き
る
の
は
マ
ラ
ッ
カ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
『
歴
代
宝
案
』
で

も
一
四
六

0
ー
一
五
―
一
年
に
限
定
す
れ
ば
通
交
回
数
は
マ
ラ
ッ
カ
が
一
八

回
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
マ
ラ
ッ
カ
ヘ
の
礼
物
の
大
部
分
を
占
め
る
青
磁
は
、

九
1

(
~
〇
五
）



中
国
か
ら
の
輸
出
激
減
の
代
替
的
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
一
四
八

0
年

の
琉
球
船
ベ
ト
ナ
ム
漂
着
事
件
の
背
景
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
磁
器
が
琉
球
か
ら

多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
チ
ャ
ン
パ
と
の
交
易
が
あ
っ
た
の
だ

と
す
る
。
一
五
世
紀
後
半
に
琉
球
と
明
の
交
易
は
急
減
す
る
が
、
そ
れ
以
上
に
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
の
朝
貢
貿
易
は
減
少
し
て
い
た
。
そ
れ
を
補
完
し
た
華
人
海
商

の
密
貿
易
に
よ
り
琉
球
の
対
中
貿
易
自
体
が
活
発
だ
っ
た
こ
と
は
、
陶
磁
器

の
出
土
状
況
や
『
海
東
諸
国
記
』
の
記
述
が
示
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
時

期
を
ロ
ー
デ
リ
ッ
ヒ
・
プ
タ
ッ
ク
は
琉
球
交
易
の
「
福
建
化
」
と
呼
ん
で
い

る
が
、
著
者
は
、
こ
れ
を
久
米
村
華
人
の
間
に
お
け
る
勢
力
交
替
、
尚
真
王

の
貿
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
成
を
示
す
も
の
と
考
え
、
朝
貢
貿
易
の
長
期

的
動
向
の
検
討
に
よ
り
朝
貢
交
易
の
低
落
を
指
摘
し
た
岡
本
弘
道
『
琉
球
王

国
海
上
交
渉
史
研
究
』
（
椿
樹
書
林
、
一

[
0
1
0
)

に
同
意
し
つ
つ
も
、
そ
れ

は
海
外
貿
易
全
体
の
縮
小
を
意
味
し
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
本
書
の
脊
梁
を

な
す
主
張
で
、
こ
れ
以
後
密
貿
易
の
盛
行
が
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
る
が
、
朝

貢
縮
小
へ
の
対
応
が
「
貿
易
活
動
の
国
営
化
」
を
生
み
出
し
た
と
す
る
岡
本

の
論
点
と
ど
う
切
り
結
ぶ
の
か
が
分
か
ら
な
い
。

第
8
章
マ
ラ
ッ
カ
の
琉
球
人
（
二
）
ー
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
に
み
る
I

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
マ
ラ
ッ
カ
を
占
領
す
る
前
に
は
琉
球
の
人
々
は
頻
々
と

マ
ラ
ッ
カ
を
訪
れ
て
い
た
し
、
そ
の
後
マ
ラ
ッ
カ
以
外
の
地
で
は
琉
球
人
と

接
触
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
間
接
・
直
接
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
を
用
い
て
、

マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
て
い
た
時
期
の
琉
球
人
と
そ
の
交
易
を
描
き
出
す
。

こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
『
歴
代
宝
案
』
か
ら
は
窺
い
え
な
い
マ

ラ
ッ
カ
と
琉
球
の
密
な
交
流
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
来
航
に
よ
っ
て
そ

書

評

れ
が
な
ぜ
断
た
れ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
へ
の

恐
れ
だ
け
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
海
域
の
貿
易
構
造
の
変
動
が
関
係
し
て
い

る
と
答
え
る
。
す
な
わ
ち
、
三
浦
の
乱
に
よ
る
日
朝
交
易
断
絶
に
よ
り
、
胡

椒
な
ど
の
南
海
商
品
の
需
要
が
激
減
す
る
一
方
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
広
東
近

海
に
現
れ
、
直
接
に
胡
椒
を
供
給
し
た
た
め
、
琉
球
船
は
あ
え
て
マ
ラ
ッ
カ

に
赴
く
必
要
は
な
く
、
パ
タ
ニ
や
シ
ャ
ム
に
赴
い
た
の
だ
と
す
る
。
プ
タ
ッ

ク
も
同
様
の
問
い
を
立
て
て
解
答
を
試
み
て
い
る
が
、
彼
が
南
海
貿
易
の
文

脈
で
し
か
考
え
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
本
章
は
よ
り
大
き
な
フ
レ
ー
ム
で

と
ら
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

「第

m部
レ
キ
オ
ス
を
求
め
て
」
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
琉
球
探
査

の
過
程
を
追
う
。
特
に
ス
ペ
イ
ン
語
史
料
を
探
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
注
目

を
集
め
て
こ
な
か
っ
た
琉
球
人
の
「
東
洋
」
航
路
の
開
拓
の
様
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
。

第
9
章
レ
キ
オ
ス
は
何
処
に
ー
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
琉
球
探
索
と
情
報
収
集
ー

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
一
五
一
八
年
に
琉
球
を
探
査
し
よ
う
と
し
た
が
、
果
た

せ
な
か
っ
た
。
広
州
で
捕
虜
と
な
っ
た
ヴ
ァ
ス
コ
・
カ
ル
ヴ
ォ
の
一
五
三
六

年
書
簡
に
よ
れ
ば
、
レ
キ
オ
ス
か
ら
裔
船
が
パ
タ
ニ
に
毎
年
渡
航
し
、
福
建

か
ら
の
密
貿
易
船
が
琉
球
を
訪
れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
貿
易
の
発
展
を
裏
づ
け
る
の
が
、
琉
球
諸
島
全
域
で
大
量
に
出

士
し
て
い
る
一
五
世
紀
後
半
ー
一
六
世
紀
前
半
の
粗
製
の
青
磁
で
あ
る
。
寧

波
事
件
に
よ
る
日
明
貿
易
の
途
絶
は
琉
球
の
中
継
貿
易
に
一
層
有
利
に
働
き
、

南
シ
ナ
海
に
お
け
る
そ
の
商
業
圏
は
福
建
海
商
と
重
な
っ
て
い
た
も
の
の
、

一
五
三

0
年
代
ま
で
は
独
自
の
存
在
感
を
放
っ
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
一
方

で
、
カ
ス
タ
ニ
ェ
ー
ダ
の
年
代
記
の
記
述
に
よ
り
、
プ
ル
ネ
イ
な
ど
「
東

九
二
（
五
0
六
）



書

評

洋
」
諸
国
と
の
交
易
が
展
開
さ
れ
た
と
す
る
。
「
新
興
集
散
地
と
し
て
の
プ

ル
ネ
イ
」
に
着
目
し
た
の
は
慧
眼
だ
が
、
当
該
史
料
に
は
プ
ル
ネ
イ
の
人
々

が
「
チ
ナ
、
レ
ケ
ア
、
シ
ャ
ム
、
マ
ラ
ッ
カ
、
サ
マ
ト
ラ
」
な
ど
と
交
易
し

て
い
る
と
記
す
だ
け
で
、
琉
球
の
交
易
の
規
模
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

第
10
章
マ
ゼ
ラ
ン
と
レ
キ
オ
ス
ー
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ジ
ア
進
出
と
琉
球
認
識
ー

「
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
は
レ
キ
オ
ス
探
索
も
射
程
に
入
れ
て
い
た
」
と
い
う
二

0
世
紀
初
の
ジ
ャ
ン
・
デ
ヌ
セ
の
指
摘
を
基
点
と
し
て
、
同
艦
隊
以
来
の
ス

ペ
イ
ン
の
ア
ジ
ア
進
出
事
業
の
中
に
琉
球
を
位
置
づ
け
る
。

艦
隊
に
参
加
し
た
ピ
ガ
フ
ェ
ッ
タ
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
毎
年
ル
ソ
ン
に

レ
チ
ー
か
ら
の
六
＼
八
隻
の
ジ
ャ
ン
ク
が
来
航
し
て
い
る
と
の
情
報
を
得
た
。

著
者
は
こ
れ
を
琉
球
人
が

8
本
に
輸
出
し
た
「
ル
ソ
ン
の
布
」
（
ピ
レ
ス
）
と

結
び
つ
け
て
、
琉
球
ー
ル
ソ
ン
交
易
の
太
線
を
引
い
た
後
、
「
東
洋
」
航
路

の
交
易
の
痕
跡
を
西
洋
製
世
界
図
そ
し
て
一
六
世
紀
半
ば
の
サ
ン
タ
・
ク
ル

ス
「
世
界
全
島
総
誌
』
に
探
る
。
そ
し
て
、
中
国
・
西
洋
諸
国
と
の
交
易
を

担
っ
た
久
米
村
華
人
と
は
別
に
、
「
東
洋
」
交
易
の
担
い
手
と
し
て
福
建
海

商
や
華
人
系
琉
球
人
の
出
身
者
を
想
定
す
る
。
こ
の
仮
説
に
対
す
る
琉
球
史

研
究
者
の
応
答
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第

11
章
レ
キ
オ
ス
到
達
（
一
）

I
-
五
四
二
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
琉
球
源

着
ー
_

一
九
九
七
年
に
村
井
章
介
が
鉄
砲
伝
来
一
五
四
二
年
説
を
唱
え
て
か
ら
、

複
数
の
論
者
が
こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
て
、
著
者
自
身
、
村
井
が
「
前
稿
に

対
す
る
も
っ
と
も
手
ご
わ
い
批
判
」
（
『
日
本
中
世
境
界
史
論
」
岩
波
書
店
、
二
〇

一
三
、
二
九
二
頁
）
と
評
す
る
よ
う
に
、
二

0
0
五
年
の
論
考
で
こ
れ
に
参
戦

し
て
い
る
が
、

8
本
史
研
究
者
が
日
本
来
航
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
の
に
対
し
、

著
者
は
琉
球
へ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
・
ス
ペ
イ
ン
人
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
着
目
す

る
と
い
う
視
角
の
違
い
も
存
在
す
る
。

著
者
の
「
一
五
四
二
年
に
渡
航
し
た
の
は
琉
球
」
と
い
う
所
論
は
二

0
0

九
年
に
も
再
説
さ
れ
た
が
、
村
井
は
自
説
を
撤
回
し
て
は
い
な
い
（
前
掲
書

所
収
「
鉄
砲
伝
来
研
究
の
現
在
」
）
。
一
方
、
書
下
ろ
し
で
あ
る
本
章
が
村
井
の

再
論
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
が
部
外
者
に
は
見
え
に
く
い
。
「
こ
れ
ら
の

諸
問
題
の
総
合
的
な
再
検
討
は
他
日
を
期
し
」
（
三
五
四
頁
）
と
言
う
著
者
の

再
論
を
待
ち
た
い
。
し
か
し
、
評
者
は
年
次
の
問
題
よ
り
も
、
一
五
四
四
年

に
8
本
に
来
航
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
ペ
ロ
・
デ
ィ
ア
ス
の
記
事
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
四
二
年
か
ら
三
年
連
続
で
琉
球
に
来
着
し
、
四
四

年
に
は
琉
球
を
足
場
に
南
九
州
に
渡
航
で
き
た
前
提
と
し
て
私
貿
易
海
人
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
引
か
れ
た
。

第
12
章
レ
キ
オ
ス
到
達
（
二
）
ー
琉
球
情
報
の
伝
播
と
変
容
ー

ポ
ル
ト
ガ
ル
系
世
界
図
に
お
け
る
琉
球
と

H
本
の
描
写
に
つ
い
て
は
や
は

り
村
井
章
介
が
取
り
上
げ
て
お
り
、
一
六
世
紀
半
ば
ま
で
の
台
湾
・
琉
球
・

H
本
を
含
む
諸
島
群
の
総
称
と
し
て
レ
キ
オ
ス
が
大
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

着
目
し
て
、

8
本
は
琉
球
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
論
じ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
著
者
は
レ
キ
オ
ス
の
表
記
は

8
本
に
直
接
か
か
っ
て

お
ら
ず
、
大
書
は
多
分
に
装
飾
的
な
表
現
だ
と
す
る
。
し
か
し
、
装
飾
的
表

現
で
あ
る
に
せ
よ
、
大
書
が
琉
球
の
存
在
感
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
く
、
こ
の
大
書
の
消
長
が
琉
球
の
交
易
の
消
長
を
象
徴
し
て
い
る
の
は
)

確
か
だ
ろ
う
。

著
者
は
こ
う
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
琉
球
へ
の
関
心
が
消
失
し
て
ゆ
く
の

に
対
し
て
、
一
五
七

0
年
代
以
後
の
琉
球
の
交
易
を
支
え
た
の
は
マ
ニ
ラ
の

九
三
（
五
0

七）



ス
ペ
イ
ン
人
と
の
交
易
だ
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
マ
ニ
ラ
に
琉
球

人
が
交
易
に
来
た
と
い
う
史
料
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
著
者
は
今
後
の
ス
ペ

イ
ン
語
史
料
の
発
掘
に
期
待
し
て
い
る
（
一
七
頁
）
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る

一
六
世
紀
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
が
現
在
で
は
ほ
ぼ
活
字
化
さ
れ
、
そ
れ
ら

を
本
書
が
縦
横
無
尽
に
利
用
す
る
環
境
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
語

の
未
flJ史
料
に
は
ま
だ
発
掘
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

ス
ペ
イ
ン
人
の
フ
ィ
リ
ビ
ン
進
出
初
期
の
史
料
を
少
し
触
っ
た
経
験
か
ら
す

る
と
、
琉
球
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
気
が
す
る
。
そ
れ
が
見
込

み
違
い
で
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
な
お
、
六
節
「
「
ア
ル
メ
ニ
オ
」
島
と
金

銀
島
伝
承
」
に
つ
い
て
は
、
増
補
改
訂
版
が
前
掲
の
上
田
信
氏
と
の
共
編
本

に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
参
看
さ
れ
た
い
。

終
章
大
航
海
時
代
の
琉
球
王
国

本
書
の
内
容
を
振
り
返
っ
た
後
、
「
古
琉
球
期
海
上
貿
易
の
長
期
的
傾

向
」
と
し
て
、
プ
タ
ッ
ク
の
五
つ
の
時
期
区
分
に
対
し
て
、
七
期
区
分
を
提

示
す
る
。
朝
貢
貿
易
を
基
準
と
し
た
時
期
区
分
で
あ
れ
ば
、
一
五
世
紀
前
半

が
ピ
ー
ク
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
プ
タ
ッ
ク
は
密
貿
易
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー

を
入
れ
て
衰
退
が
起
き
た
の
は
一
五
四
0
年
以
降
と
す
る
が
、
著
者
は
東
洋

航
路
の
開
拓
に
よ
り
、
琉
球
の
交
易
の
活
力
は
そ
れ
よ
り
延
続
し
た
と
す
る
。

さ
ら
に
、
貿
易
陶
磁
の
流
れ
に
よ
っ
て
所
説
を
補
強
し
、
最
後
に
東
南
ア
ジ

ア
の
「
港
市
国
家
」
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
琉
球
史
は
東
南

ア
ジ
ア
史
の
文
脈
で
理
解
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
さ
り
と
て

8
本

史
の
一
分
枝
で
も
な
く
、
環
東
シ
ナ
海
地
域
と
し
て
の
「
東
ア
ジ
ア
海
域
」

と
い
う
枠
組
だ
け
で
も
論
じ
え
な
い
と
言
う
。
東
ア
ジ
ア
海
域
史
で
こ
れ
ま

で
目
覚
ま
し
い
成
果
を
挙
げ
て
き
た
著
者
の
言
だ
け
に
説
得
力
が
あ
る
。

書

評

二
0
二
0
・
八
刊

A
5
 六
三

0
頁

九
四
（
五
0
入
）

言
い
訳
め
く
が
、
本
書
の
豊
富
な
内
容
を
こ
れ
だ
け
の
紙
幅
で
十
分
に
紹

介
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
魅
力
を
知
る
に
は
こ
の
大
著
に
じ
か
に
取
り

組
む
し
か
な
い
が
、
そ
う
し
た
読
者
へ
の
教
育
的
配
慮
が
周
到
に
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。
一

0
0
頁
に
及
ぶ
注
の
存
在
も
そ
れ
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
的
な
結
構
も
見
事
な
も
の
で
、
整
然
と
し
た
伽

藍
を
紡
彿
さ
せ
る
。

本
書
は
「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
出
版
文
化
賞
」
に
つ
い
で
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

賞
特
別
賞
」
そ
し
て
「

H
経
・
経
済
図
書
文
化
賞
」
を
受
賞
し
、
増
刷
も
さ

れ
た
（
初
刷
・
増
刷
の
正
誤
表
は
h
t
t
p
s
尽、

www.s
h
i
b
u
n
k
a
k
u
.
 co. j
p
¥
s
h
u
p
p
a
n
¥
 

s
e
i
g
o
h
y
o
¥
9
7
8
4
7
8
4
2
1
9
8
9
6
.
 pelf
で
目
↑
る
こ
と
が
で
き
る
）
。
出
n
殊
応
の
幸
m
価
四
だ
と
思

う
が
、
何
と
い
っ
て
も
望
ま
れ
る
の
は
、
本
書
に
対
す
る
琉
球
史
研
究
者
の

応
答
で
あ
る
。
本
書
が
重
視
す
る
私
貿
易
セ
ク
タ
ー
と
着
眼
し
た
「
東
洋
」

航
路
開
拓
の
問
題
は
交
易
の
み
な
ら
ず
、
王
権
の
構
造
そ
の
も
の
に
も
か
か

わ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
思
文
閣
出
版

九
五

0
0
円）
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